
引
導
法
語
（
卍
山
道
白
）

浮
雲
起
滅
在
風
前

幻
化
空
身
四
十
年

江
上
曲
終
人
不
見

白
鴎
湮
没
水
連
天

恭
惟

月
海
玄
秋
居
士

繙
東
魯
巻

参
西
來
禪

正
法
眼
破
砂
盆

何
必
説
妙

清
浄
佛
乾
屎
瀘

切
忌
認
玄

炉
中
雪
点
没
蹤
迹

水
上
胡
蘆
絶
葢
纏

月
華
吟
遊

嚢
底
有
三
千
首

工
夫
放
下

手
裡
無
半
文
銭

奉
佛
誠
悃
至

護
法
願
力
堅

上
来
総
是
平
日
受
用

即
今
如
何
餞
錦
旋

咄寸
心
無
疑
事

所
向
非
徒
然

五
言
絶
句

頌

七
言
絶
句

戒
名

八
字
称四

六
文

腹

古
詩

散
文

喝

一
字
関

露参

絶
句
の
転
句

脚

と

結
句
の
二
句
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一
、
頌

漢
詩
の
形
と
種
類

三
言
古
詩

四
言
古
詩

五
言
古
詩

古
詩

六
言
古
詩

七
言
古
詩

古
体

こ

た
い

雑
言
古
詩
（
雑
体
…
…
長
短
句
混
在
）

楽
府

長
短
句

が

ふ

五
言
絶
句

絶
句

(

六
言
絶
句)

七
言
絶
句

近
体

五
言
律
詩

き
ん
た
い

(

六
言
律
詩)

七
言
律
詩

律
詩

三
韻
律
詩

五
言
排
律

(

七
言
排
律)

古
詩
は
詩
経
（
毛
詩
）
楚
辞
、
楽
府
、
六
朝
時
代
の
古
い
形
式
の
詩
、
又
は
六
朝
以
後
の
作

品
で
も
、
古
体
の
形
式
を
擬
し
た
詩
編
な
ど
を
云
う
。
一
句
の
文
字
数
で
分
類
す
れ
ば
、
三
言

詩
、
四
言
詩
、
五
言
詩
、
六
言
詩
、
七
言
詩
、
雑
言
（
三
言
か
ら
八
言
ぐ
ら
い
ま
で
混
ざ
っ
て

い
る
）
と
有
り
、
句
の
数
で
は
四
句
以
上
、
大
抵
は
偶
数
句
で
相
当
長
い
作
品
が
あ
り
、
長
い

作
品
（
十
句
以
上
）
を
殊
に
長
句
と
呼
ん
で
い
る
が
、
七
言
古
詩
で
白
楽
天
が
詠
む
「
長
恨

歌
」
は
百
二
十
句
で
、
楚
辞
に
お
け
る
「
離
騒
」
や
「
天
問
」
な
ど
は
三
百
七
十
五
句
の
長
き

に
及
ん
で
い
る
。
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参
中
国
詩
人
選
集
別
巻
「
唐
詩
概
説
」

小
川
環
樹
著

岩
波
書
店

【
偈
頌
】
仏
仏
の
徳
を
た
た
え
る
詩
。
偈
。

げ

じ
ゅ

梵
語
の
音
訳
で
あ
る
偈
と
、
そ
の
意
訳
で
あ
る

頌
と
の
複
合
語
。

【

頌

】
①
「
詩
経
」
の
ジ
ャ
ン
ル
を
風
・
雅

し
ょ
う

・
頌
に
わ
け
た
う
ち
の
一
つ
。
祭
礼
の
と
き
、

祖
先
の
徳
を
た
た
え
る
歌
の
こ
と
。
▽
一
説

に
、
容
（
容
姿
、
振
る
舞
い
）
に
通
じ
、
舞
踊

を
と
も
な
っ
た
歌
で
あ
る
と
も
い
う
。
国
別
に

わ
け
て
、
魯

頌
・
周
頌
・
商
頌
の
三
種
が
あ

ろ
し
ょ
う

る
。
「
頌
者
美
盛
徳
之
形
容
、
以
其
成
功
、
告

於
神
明
者
也
＝
頌
ト
ハ
盛
徳
ノ
形
容
ヲ
美
シ
、

ソ
ノ
成
功
ヲ
モ
ッ
テ
、
神
明
ニ
告
グ
ル
者
ナ

リ
」
〔
詩
経
〕

②
文
体
の
一
つ
。
功
績
や
人
が
ら
を
た
た
え
る

も
の
。
「
伯
夷
頌
」
「
酒
徳
頌
」

は
く

い

③
仏
仏
徳
を
賛
美
し
た
教
理
を
説
く
詩
。

「
偈
頌
」
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漢
詩
の
変
遷

周(

紀
元
前
一
〇
四
六

年
頃-

紀
元
前
二
五
六

年)

周

前
四
六
三

釈

尊

出

生

秦
（
？

-

紀
元
前
二
〇
六

年
）

三
八
三

釈

尊

入

滅

秦

『
詩
経
』
（
四
言
）

前
漢
（
紀
元
前
二
〇
六

年

-

八

年
）

後
漢
（
二
五

年

-

二
二
〇

年
）

漢

後
一
五
〇

龍
樹
尊
者
生

『
楚
辞
』

南
北
朝
時
代
（
四
三
九

年-

五
八
九

年)

晋

四
一
三

鳩
摩
羅
什
寂

隋
（
五
八
一

年

-

六
一
九

年
）

南

四
二
七

陶
淵
明
没

唐
（
六
一
八

年

-

九
〇
七

年
）

北

五
一
三

沈

約
没

朝

『
文
選
』

五
三
六

達
磨
大
師
寂

古

詩

隋

五
九
二

慧
可
大
師
寂

五
九
七

天
台
智
顗
寂

『
科
挙
』
制
度

六
〇
六

三
祖
大
師
寂

【
信
心
銘
】

ñ

五
言
が
主

六
五
一

四
祖
大
師
寂

ò
七
言
発
生

六
七
三

五
祖
大
師
寂

七
一
三

六
祖
大
師
寂

永
嘉
玄
覚
寂

【
證
道
歌
】

唐

七
四
〇

青
原
行
思
寂

近
体
詩

七
四
四

南
岳
懐
譲
寂

七
六
一

王

維
没

七
六
二

李

白
没

七
七
〇

杜

甫
没

七
八
八

馬
祖
道
一
寂

『
科
挙
』
の
普
及

七
九
〇

石
頭
希
遷
寂

【
参
同
契
】



七
言
絶
句
の
例

楓
橋
夜
泊

張
継

月
落
烏
啼
霜
満
天

江
楓
漁
火
対
愁
眠

姑
蘇
城
外
寒
山
寺

夜
半
鐘
声
到
客
船

楓
橋
夜
泊

張
継

ふ
う

き
ょ
う

や

は
く

ち
ょ
う

け
い

月
落
ち
烏
啼
い
て
、
霜
天
に
満
つ

つ
き

お

か
ら
す

な

し
も

て
ん

み

江
楓
漁
火
、
愁
眠
に
対
す

こ

う

ふ

う

ぎ

ょ

か

し
ゅ
う

み
ん

た
い

姑
蘇
城
外
（
の
）
寒
山
寺

こ

そ

じ
ょ
う

が
い

か
ん

ざ
ん

じ

夜
半
の
鐘
声
、
客
船
に
到
る

や

は

ん

し
ょ
う

せ

い

か

く

せ

ん

い

た

《
語
訳
》

月
は
沈
み
烏
が
啼
き
、
霜
の
気
配
が
天
に
満
ち
て
い
る
。
河
辺
の
楓
の
葉
と
、
ち
ら
ち
ら
と
し
た
い
さ
り
火
が
、

旅
の
夜
の
寝
付
か
れ
ぬ
眼
に
う
つ
る
。
時
に
、
姑
蘇
の
町
外
れ
の
寒
山
寺
か
ら
夜
半
を
告
げ
る
鐘
の
音
が
、
自
分
の

寝
て
い
る
船
に
響
い
て
き
た
。
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【
張
継
】
（
生
没
年
不
祥
）
襄
州
の

人
。
字
は
懿
孫
。
盛
唐
の
詩
人
。

い

そ
ん

天
宝
十
二
載
（
七
五
三
）
の
進
士
。

は
じ
め
は
節
度
使
の
幕
僚
な
ど
を
つ

と
め
て
い
た
が
、
後
に
中
央
に
呼
ば

れ
、
検
校
祠
郎
中
に
至
っ
た
。

【
楓
橋
夜
泊
】
江
蘇
省
蘇
州
の
運
河
に
か
か
る

太
鼓
形
の
石
橋
の
下
に
舟
や
ど
り
を
し
た
と
き

の
詩
。

【
月
落
烏
啼
】
夜
半
に
月
が
西
の
山
に
落
ち
て

烏
が
啼
い
て
い
る
。
し
か
し
烏
は
夜
啼
か
な
い

と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
。

【
霜
満
天
】
霜
の
お
り
る
気
配
が
大
空
に
満
ち

る
。

【
江
楓
】
川
辺
の
楓
の
樹
。

【
対
愁
眠
】
旅
愁
の
た
め
に
ま
ど
ろ
ん
だ
り
目

が
覚
め
た
り
す
る
浅
い
眠
り
の
た
め
に
、
眠
れ

な
い
目
に
情
景
が
浮
か
ぶ
。

【
姑
蘇
（
蘇
州
）
の
寒
山
寺
】
蘇
州
市
の
西
郊

外
に
あ
る
。
門
前
に
は
小
運
河
が
流
れ
、
太
鼓

橋
の
下
を
小
舟
が
通
る
の
ど
か
な
雰
囲
気
だ

が
、
当
時
こ
の
あ
た
り
は
商
業
の
中
心
地
で
、

昼
夜
の
別
な
く
船
が
行
き
交
っ
て
い
た
。
門
を

入
る
と
す
ぐ
、
「
楓
橋
夜
泊
」
と
寒
山
拾
得
の

石
碑
が
り
、
そ
の
拓
本
が
人
気
を
呼
ん
で
い

る
。
六
朝
時
代(

二
二
〇
～
五
八
九
）
に
創
建
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
太
平
天
国
の
乱
で
焼

失
、
現
存
の
堂
宇
は
清
朝
末
期
に
建
て
ら
れ
た

も
の
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漢
字
の
特
質

・
一
字
一
音
節
一
意

・
同
じ
音
で
も
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
文
字
が
異
な
る
（
意
味
が
異
な
る
）

媽

は
は
。
母
親
。
か
あ
ち
ゃ
ん
。

mā

麻

あ
さ
。
草
の
名
。

má

ma

馬

う
ま
。

mǎ

罵

の
の
し
る
。

mà

・
全
く
同
じ
音
で
も
文
字
が
異
な
る
（
意
味
が
異
な
る
）

功工

gōng

攻
め
る

攻
＋
撃

攻
撃

攻

み
が
く

攻
＋
研

攻
研

一
文
字
で
は
、
意
味
に
誤
解
が
生
じ
や
す
い

ò

一
字
と
一
字
を
連
結
し
て
意
味
を
よ
り
明
確
に
す
る
（
限
定
す
る
）

ò

一
字
と
一
字
が
結
び
つ
い
て
、
二
字
二
音
に
よ
る
複
合
語
を
基
本
単
位
と
す
る



四
声

【
沈

約

】

四
四
一
～
五
一
三

し
ん
や
く

南
北
朝
時
代
、

梁

の
学
者
。
武
康

り
ょ
う

沈
約
（
晋
代
）
が
漢
字
を
音
韻
学
的
に
平
声
上
声
去
声
入
声
の
四
声
に
分
類
。

（
浙
江
省
徳
清
県
）
の
人
。

字

は
休

あ
ざ
な

現
在
漢
詩
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
平
水
韻
と
よ
ば
れ
る
。

文
。
博
学
で
、
『
宋
書
』
『
梁
武
紀
』

そ
う
じ
ょ

な
ど
を
編
集
。
著
に
音
韻
学
の
研
究

書
『
四
声
譜
』
が
あ
る
。
ま
た
、
詩

圏
発
「
平
上
去
入
」
を
図
示
し
た
も
の

文
に
も
巧
み
で
あ
っ
た
。

け
ん
ぱ
つ

天

先

○

【
圏

発

】
漢
字
の
四
声
を
示
す
た
め

け
ん
ぱ
つ

に
字
の
四
す
み
に
つ
け
る
点
。

子

紙

●聖

敬

●哲

屑

●平
字

○
で
表
す

仄
字

●
で
表
す

- 5 -

平
字

平
声

声
が
平
ら
か

上
声

声
が
尻
上
が
り

仄
字

去
声

声
が
尻
下
が
に
去
っ
て
し
ま
う

平
声

ひ
ょ
う
せ
い
・
ひ
ょ
う
し
ょ
う

入
声

声
が
つ
ま
っ
て
、
語
尾
が
中
に
入
っ
て
し
ま
う

上
声

じ
ょ
う
せ
い
・
じ
ょ
う
し
ょ
う

（
フ
ツ
ク
チ
キ
）
歴
史
的
仮
名
づ
か
い
で
、
二
字
以
上
の

去
声

き
ょ
せ
い
・
き
ょ
し
ょ
う

仮
名
で
表
さ
れ
末
尾
に
フ
ク
ツ
チ
キ
が

入
声

に
ゅ
う
せ
い
・
に
っ
し
ょ
う

く
る
も
の
は
す
べ
て
入
声

《
例
》
「
十
」
ジ
フ
、
「
合
」
ゴ
フ
、

「
法
」
ホ
フ
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現
代
北
京
語
の
四
声

獨
日
本
語
で
は

だ
が
、
中
国
語
で
は

で
一
音
。

doku

du

同
じ

で
も
音
の
上
下
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
る
。

du

現
代
北
京
語
で
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

都

虞

平
声

声
が
平
ら
か

dū

賭

麌

上
声

声
が
少
し
下
が
っ
て
少
し
上
が
る

dǔ

度

遇

去
声

声
が
尻
下
が
り

dù

獨

屋

平
声

声
が
尻
上
が
り

dú

現
代
北
京
語
で
は
、

の
二
種
類
の
声
調
が
平
声
、
平
水
韻
の
入
声
は
平
上
去
声
の
何
処

dū
dú

か
に
属
す
る
。
現
代
北
京
語
か
ら
平
水
韻
の
平
仄
を
探
る
に
、
上
声
、
去
声
は
何
れ
も
仄
字
、

平
声
の
中
で
「
フ
ク
ツ
チ
キ
」
は
入
声
で
仄
字
、
そ
れ
以
外
は
平
声
で
平
字
で
あ
る
。

フ
ク
ツ
チ
キ
…
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
が
、

・

・

で
表
さ
れ
る
。

-k

-t

-p
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韻
の
分
類

平
声

上
声

去
声

入
声

韻

東

董

送

屋

1

1

1

1

四
声

冬

腫

宋

沃

通
韻

2

2

2

2

一
〇
六
韻

通

江

講

絳

覚

近
体
詩
で
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
古
詩
で
は
、

3

3

3

3

支

紙

寘

上
記
の
よ
う
に

複
数
の
韻
の
グ
ル
ー
プ
を
用
い
て

4

4

4

韻

微

尾

未

押
韻
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5

5

5

韻

魚

語

御

6

6

6

通

虞

麌

遇

「
上
平
声
」

7

7

7

斉

薺

霽

｛
一
東
、
二
冬
、
三
江
｝

8

8

8

佳

蟹

泰

｛
四
支
、
五
微
、
八
斉
、
九
佳
、
十
灰
｝

9

9

9

通

灰

賄

卦

｛
六
魚
、
七
虞
｝

10

10

10
隊

｛
十
一
真
、
十
二
文
、
十
三
元
、
十
四
寒
、

11

真

軫

震

質

十
五
刪
、
一
先(

下
平
声)

｝

11

11

12

4

韻

文

吻

問

物

「
下
平
声
」

12

12

13

5

元

阮

願

月

｛
二
粛
、
三
肴
、
四
豪
｝

13

13

14

6

寒

旱

翰

曷

｛
五
歌
、
六
麻
｝

14

14

15

7

通

刪

潸

諫

黠

｛
七
陽
｝

15

15

16

8

先

銑

霰

屑

｛
八
庚
、
九
青
、
十
蒸
｝

1

16

17

9

韻

蕭

篠

嘯

｛
十
一
尤
｝

2

17

18

肴

巧

効

｛
十
二
侵
、
十
三
覃
、
十
四
塩
、
十
五
咸
｝

3

18

19

通

豪

皓

号

4

19

20

韻

歌

哿

箇

5

20

21

通

麻

馬

剥

6

21

22

陽

養

漾

薬

7

22

23

10

韻

庚

梗

敬

陌

8

23

24

11

青

迥

径

錫

9

24

25

12

通

蒸

職

10

13

尤

有

宥

11

25

26

韻

侵

寝

沁

緝

12

26

27

14

覃

感

勘

合

13

27

28

15

塩

艶

葉

14

28

29

16

通

咸

豏

陥

洽

15

29

30

17
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古
詩押

韻
（
慣
習
）

隔
句
韻

毎
句
韻

押
韻
箇
所
、
偶
数
番
目
の
句

押
韻
箇
所
、
全
部
の
句

（
二
、
四
、
六
、･

･
･

句
）

◇
◇
◇
●

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
●

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
○

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
●

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
□

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
●

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
△

◇
◇
◇
◎

換
韻
格

一
韻
到
底
格

四
句
を
一
解
と
し
、

全
体
を
一
つ
の
韻
で
通
し
た
も
の

一
解
毎
に
韻
を
換
え
る

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
●

解

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
◎

一

◇
◇
◇
●

◇
◇
◇
●

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
◎

◇
◇
◇
○

◇
◇
◇
●

解

◇
◇
◇
○

◇
◇
◇
◎

一

◇
◇
◇
●

◇
◇
◇
●

◇
◇
◇
○

◇
◇
◇
◎
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四
言
四
句
の
き
ま
り

（
韻
が
仄
字
の
場
合
）

起
…

拳
拳
拳
惟

△
△
△
○

承
…

拳
拳
拳
意

仄
字

△
△
△
易

転
…

拳
拳
拳
惟

平
字
（
同
韻
）

△
△
△
○

結
…

拳
拳
拳
意

△
△
△
易

老
僧
九
十●

言
端
語
端

（
上
平
十
四
寒
）

◎

末
後
無
句●

月
白
風
寒

（
上
平
十
四
寒
）

寒

し

◎

す
ざ
ま
じ

（
西
有
穆
山
禅
師
遺
偈
）

①
第
二
句
、
第
四
句
の
句
末
に
韻
を
押
む

②
第
一
句
、
第
三
句
の
句
末
は
仄
字

各
句
と
も
下
一
字
の
み
注
意
。
上
三
文
字
の
平
仄
は
問
わ
な
い
。

現
代
洞
門
で
は
、
遺
偈
や
晋
山
式
の
山
門
法
語
等
で
こ
の
四
言
四
句

（
古
詩
）
の
形
が
最
も
多
く
使
用
さ
れ
る
。
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四
言
四
句
の
作
例

山
門
法
語一

、
山
門
に
つ
い
て

一
、
住
職
と
し
て
の
第
一
声

密
密
移
歩

密
密
、
歩
を
移
し

●

渡
水
看
花

水
を
渡
り
、
花
を
看
る

◎

春
風
一
路

春
風
一
路

●

承
結
の
末
尾
は
下
平
六
麻
の
韻
。

不
覺
到
家

覺
え
ず
、
家
に
到
る

（
秦
慧
玉
禅
師
中
央
寺
晋
山
）

◎

佛
殿
法
語一

、
釈
尊
に
つ
い
て

一
、
初
相
見
の
挨
拶

悉
有
佛
性

悉
有
佛
性

●

瓦
礫
蝦
蟆

瓦
礫
蝦
蟆

◎

が
り
ゃ
く

が

ま

塵
塵
刹
刹

塵
塵
刹
刹

●

承
結
の
末
尾
は
下
平
六
麻
の
韻
。

又
復
何
加

又
復
、
何
を
か
加
え
ん

（
秦
慧
玉
禅
師
中
央
寺
晋
山
）

◎

ま
た
ま
た
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開
山
堂
法
語

一
、
開
山
大
和
尚
に
つ
い
て

一
、
歴
住
に
連
な
る
こ
と
へ
の
感
謝

聯
芳
諸
嶽

芳
を
諸
嶽
に
聯
ね

●

つ
ら

續
焔
妙
高

焔
を
妙
高
に
続
く

◎

雄
峰
一
滴

雄
峰
一
滴

●

承
結
の
末
尾
は
下
平
四
豪
の
韻
。

天
下
滔
滔

天
下
滔
滔
た
り

（
石
川
素
童
禅
師
最
乘
寺
晋
山
）

◎

遺
偈

臨
終
に
際
し
て
そ
の
境
地
を
偈
に
し
た
も
の
。
（
正
月
に
作
る
風
あ
り
）

四
言
四
句
の
も
の
が
多
く
、
普
通
に
は
第
二
第
四
句
に
韻
を
押
む
。

末
期
の
一
偈
故
に
平
仄
は
不
問
。

任
運
日
月

任
運
日
月

●

隨
縁
誑
人

縁
に
隨
て
人
を
誑
す

◎

眞
如
不
昧

眞
如
不
昧

●

承
結
の
末
尾
は
上
平
十
一
眞
の
韻
。

行
脚
永
新

行
脚
永
に
新
な
り

（
余
語
翠
巖
老
師
遺
偈
）

◎
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祖
師
遺
偈

道
元
禅
師

懷
弉
禅
師

義
介
禅
師

瑩
山
禅
師

五
十
四
年

八
十
三
年
如
夢
幻

七
顚
八
倒

自
耕
自
作
閑
田
地

照
第
一
天

一
生
罪
犯
覆
彌
天

九
十
一
年

幾
度
賣
來
買
去
新

打
箇
臉
跳

而
今
足
下
無
絲
去

蘆
花
覆
雪

無
限
靈
苗
種
熟
脱

觸
破
大
千

蹈
飜
虚
空
沒
地
泉

午
夜
月
圓

法
堂
上
見
挿
鍬
人

忸

渾
身
無
覓

活
陥
黄
泉

練
習

四
言
四
句

四
言
四
句
の
古
詩
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
み
ま
し
た
。

正
し
く
並
び
換
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

仰
高
鑽
堅

Ｂ

広
大
無
辺

Ｃ

這
箇
功
徳

Ｄ

佛
祖
骨
髓
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練
習

四
言
四
句
で
遺
偈
を
作
る

①
『
年
』
を
用
い
て
作
る
。
（
一
先
の
韻
）

①
一
先
の
韻
以
外
で
作
る
。

拳

拳

拳

惟

拳

拳

拳

惟

拳

拳

拳

意

拳

拳

拳

意

拳

拳

拳

惟

拳

拳

拳

惟

拳

拳

拳

意

拳

拳

拳

意
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近
体
詩

《
例
》

浮
雲
起
滅
在
風
前

○

○

●

●

●

○

◎

幻
化
空
身
四
十
年

●

●

○

○

●

●

◎

江
上
曲
終
人
不
見

○

●

●

○

○

●

●

白
鴎
湮
没
水
連
天

●

○

○

●

●

○

◎

１
２
３
４
５
６
７

起
句

○
○
●
●
●
○
◎

承
句

●
●
○
○
●
●
◎

転
句

○
●
●
○
○
●
●

結
句

●
○
○
●
●
○
◎
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近
体
詩
の
き
ま
り

P
12

「
這
箇
功
徳

広
大
無
辺

佛
祖
骨
髓

仰
高
鑽
堅
」

①

脚
韻
を
踏
む

「
這
箇
の
功
徳
、
広
大
無
辺
、
佛
祖

起
句
（
七
言
）
、
承
句
、
結
句
の
句
末
に
同
韻
を
踏
む

の
骨
髓
、
仰
げ
ば
高
く
鑽
れ
ば
堅
し
」

き

②

粘
法
を
守
る

秋
野
孝
道
禅
師
、
開
光
法
語
（
袈
裟
）

各
句
の
二
字
目
が
○
●
●
○
又
は
●
○
○
●

③

二
四
不
同
二
六
対
（
一
三
五
不
論
）

二
四
不
同

［
返
読
の
規
則
］

各
句
に
お
い
て
、
二
字
目
と
四
字
目
の
平
仄
が
異
な
る

「
ヲ
・
ニ
・
ヨ
リ
・
ト
・
ラ
ル
に
あ

二
六
対

っ
た
ら
返
れ
」

各
句
に
お
い
て
、
二
字
目
と
六
字
目
の
平
仄
は
同
じ

坐
静

静
か
ニ
坐
す(

誤
り)

④

孤
平
、
孤
仄
の
禁
止

望
遥

遥
か
ニ
望
む(

誤
り)

七
言
絶
句
の
四
字
目
の
孤
平
を
避
け
る

の
場
合
の
「
ニ
」
は
、
「
ヲ
・
ニ
」

五
言
絶
句
の
二
字
目
の
孤
平
を
避
け
る

の
「
ニ
」
と
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、

⑤

下
三
連
を
不
許

「
ヲ
・
ニ
」
は
格
助
詞
で
、
「
静
か

５
・
６
・
７
を
○
○
○
又
は
●
●
●
と
し
な
い

ニ
」
の
「
ニ
」
は
形
容
動
詞
の
活
用

⑥

平
頭
、
仄
頭
の
禁
止

語
尾
に
な
っ
て
い
る
。

各
句
の
句
頭
が
全
て
平
字
、
又
は
全
て
仄
字
と
し
な
い

そ
の
た
め
先
の
例
は
、

⑦

冒
韻
を
避
け
る

静
坐

静
か
に
坐
す

句
末
以
外
に
脚
韻
と
同
じ
韻
の
文
字
を
使
用
し
な
い

遥
望

遥
か
に
望
む

⑧

同
字
の
重
出
は
不
可

一
詩
の
中
で
同
じ
字
を
二
度
使
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
「
日
日
」
「
凛
凛
」
等
は
「
畳
字
」
と
言
い
同
字
重
出
に
は
な
ら
ず
。

※

×
「
日
々
」
「
凛
々
」

さ
ら
に
、
不
□
不
□
□
□
□

の
よ
う
に
一
句
の
中
に
同
じ
字
が
使
わ
れ
る
場
合
が

あ
る
が
、
こ
れ
も
同
字
重
出
と
は
な
ら
ず
。
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五
言
絶
句
の
平
仄
式

仄
起
式
（
正
格
、
起
句
第
二
文
字
目
が
仄
字
）

起
句

▲
●
△
○
●

※
起
句
…

押
落

が
多
い

ふ
み
お
と
し

承
句

△
○
▲
●
◎

転
句

△
○
○
●
●

結
句

▲
●
●
○
◎

平
起
式
（
偏
格
、
起
句
第
二
文
字
目
が
平
字
）

起
句

△
○
○
●
●

承
句

▲
●
●
○
◎

転
句

▲
●
△
○
●

結
句

△
○
▲
●
◎
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七
言
絶
句
の
平
仄
式

平
起
式(

正
格
、
起
句
第
二
文
字
目
が
平
字)

起
句

△
○
△
●
●
○
◎

承
句

▲
●
△
○
▲
●
◎

転
句

▲
●
△
○
○
●
●

結
句

△
○
▲
●
●
○
◎

仄
起
式(

偏
格
、
起
句
第
二
文
字
目
が
仄
字)

起
句

▲
●
△
○
▲
●
◎

承
句

△
○
▲
●
●
○
◎

転
句

△
○
▲
●
△
○
●

結
句

▲
●
△
○
▲
●
◎
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漢
詩
の
構
造

月
落
烏
啼
霜
満
天

江
楓
漁
火
対
愁
眠

姑
蘇
城
外
寒
山
寺

夜
半
鐘
声
到
客
船

七
言
は
「
二
字
と
二
字
と
三
字
」
、
五
言
は
「
二
字
と
三
字
」
で
構
成
さ
れ
る
。

発
達
の
経
過
か
ら
見
る
と
、
詩
経
の
作
品
は
初
め
は
二
字
句
、
次
に
は
四
字
句
。
次
に
リ
ズ
ム

の
転
換
性
を
持
た
せ
て
三
字
句
が
現
れ
、
次
に
二
字
句
と
三
字
句
を
組
み
合
わ
せ
た
五
言
詩
が
現

れ
た
。
次
に
四
字
句
と
三
字
句
を
組
み
合
わ
せ
た
七
言
詩
が
現
れ
た
。

詩
詞
の
文
字
構
造
は
概
ね
次
の
通
り
。

２
字
句

２

３
字
句

２
＋
１

１
＋
２

４
字
句

１
＋
３

２
＋
２

３
＋
１

５
字
句

２
＋
３
（
２
＋
１
又
は
１
＋
２
）

６
字
句

２
＋
２
＋
２

（
３
＋
３
で
は
な
い
）

７
字
句

４
＋
３

（
４
字
と
３
字
の
各
組
み
合
わ
せ
を
翻
用
）

偶
数
字
句
は
２
字
若
し
く
は
４
字
を
最
小
単
位
と
す
る
。

奇
数
字
句
は
３
字
＋
偶
数
字
句
と
す
る
。
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練
習

五
言
絶
句
・
七
言
絶
句

五
言
絶
句
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
み
ま
し
た
。

正
し
く
並
び
換
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

黄
河
入
海
流

Ｂ

欲
窮
千
里
目

Ｃ

白
日
依
山
盡

Ｄ

更
上
一
層
楼

七
言
絶
句
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
み
ま
し
た
。

正
し
く
並
び
換
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

兩
岸
猿
聲
啼
不
盡

Ｂ

朝
辭
白
帝
彩
雲
間

Ｃ

軽
舟
己
過
萬
重
山

Ｄ

千
里
江
陵
一
日
還
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練
習

五
言
絶
句

五
言
絶
句
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
み
ま
し
た
。
正
し
く
並
び
換
え
て
く
だ
さ
い
。

●

縁
愁

不
知

◎

何
處

白
髪

●

三
千
丈

似
個
長

得
秋
霜

◎

明
鏡
裏
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練
習

七
言
絶
句

七
言
絶
句
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
み
ま
し
た
。
正
し
く
並
び
換
え
て
く
だ
さ
い
。

◎

鐘
聲

江
楓

城
外

烏
啼

◎

姑
蘇

夜
半

漁
火

月
落

寒
山
寺

●

到
客
船

霜
満
天

◎

対
愁
眠
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内
容
（
意
味
内
容
の
上
で
の
約
束
ご
と
）

対
比

情
ó

景

虚
ó

実

心

ó

物

事

ó

理

陰

ó

陽

古

ó
今

剛

ó
柔

如

ó

是

主
観

ó

客
観

三
法
五
要

①
仁

故
人
の
徳

②
死

死
去

三
法

③
活

生
前
の
消
息

④
哀

哀
し
み

⑤
奠

懇
ろ
に
ま
つ
る

頌
の
五
法

①
戒
名
の
意
味
の
拈
提

②
生
前
の
経
歴
、
徳
行

③
宗
乗

④
故
人
に
因
縁
の
あ
る
古
則
公
案
の
拈
提

⑤
比
喩
を
引
く



起
承
転
結起

…
京
都
三
条

糸
屋
の
娘

承
…
姉
は
十
八

妹
は
十
六

転
…
諸
国
大
名
は
弓
矢
で
殺
す

結
…
糸
屋
の
娘
は
目
で
殺
す

起
…
書
き
出
し
、
詩
意
を
提
起

承
…
起
句
を
承
け
て
、
更
に
展
開

転
…
起
承
句
の
詩
意
を
一
転

（
変
化
を
つ
け
る
、
印
象
を
変
え
る
、
別
の
視
点
か
ら
描
い
て
み
る
）

結
…
全
体
を
結
ぶ

字
眼

そ
の
で
き
ば
え
の
き
め
て
と
な
る
最
も
重
要
な
文
字

七
言
絶
句
・
・
・
第
五
字
目

五
言
絶
句
・
・
・
第
三
字
目

《
例
》
渡
歳
華

●
●
○

渡
の
と
こ
ろ
に
ど
の
文
字
（
遷
・
移
・
經
・
歴
）
を
用
い
る
か
に
よ
っ
て
、

○

○

○

●

詩
全
体
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
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【
頼

山

陽

】

ら
い
さ
ん
よ
う

(

一
七
八
〇
～
一
八
三
二)

江
戸
時
代
末
期
の
儒
学
者
・
歴
史

家
。
安
芸
（
広
島
県
）
の
人
。
名
は

襄
、
字
は
子
成
、
山
陽
は
号
。
春
水

の
子
。
柴
野
栗
山
に
朱
子
学
を
、
尾

藤
二
洲
に
日
本
史
を
学
び
、
梁
川
星

巌
・
大
塩
平
八
郎
ら
と
交
わ
っ
た
。

詩
文
に
す
ぐ
れ
、
『
日
本
外
史
』

『
山
陽
詩
鈔
』
『
日
本
政
記
』
な
ど

の
著
作
は
、
幕
末
の
尊
王
攘
夷
派
の

志
士
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。

P
19

「
登
鸛
鵲
楼
」
王
之
渙

白
日
依
山
盡

黄
河
入
海
流

欲
窮
千
里
目

更
上
一
層
楼

「
早
發
白
帝
城
」
李
白

朝
辭
白
帝
彩
雲
間

千
里
江
陵
一
日
還

兩
岸
猿
聲
啼
不
盡

軽
舟
己
過
萬
重
山
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二
、
戒
名

参
玉
村
竹
二
「
日
本
禅
宗
史
論
集
」

道
号

法
諱

諸
橋
轍
次
「
名
及
び
名
實
論
」

き

月

海

玄

秋

関

連

《
成
り
立
ち
》

名
の
本
体

原
始
の
形

秋

一
字
一
音
一
義

＋
系
字ò

同
名
を
避
け
る

玄

秋

一
族
の
団
結
を
表
す

＋
道
号(

字)ò

月

海

玄

秋

本
人
を
よ
り
限
定
す
る
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系
字

P
20

「
秋
浦
歌
」
李
白

系
統
を
表
す
。
本
来
は
横
の
系
列
を
表
す
。

白
髪
三
千
丈

縁
愁
似
個
長

不
知
明
鏡
裏

能
忍

覺
晏

懷
鑒

義
介

何
処
得
秋
霜

懷
義

義
演

懷
照

義
尹

白
髪
三
千
丈
、

懷
弉

愁
い
に
縁
っ
て
個
の
似
く
長
し

知
ら
ず

明
鏡
の
裏

道
号

何
れ
の
処
に
か
秋
霜
を
得
た
る

何
れ
の
時
代
も
、
名
と
関
連
の
あ
る
文
字
を
使
用
。

瑩

山

紹

瑾

肯

堂

元

充

瑩

玉
の
様
に
美
し
い
石

瑾

質
が
か
た
い
美
玉

「
玉
」
関
連

「
肯
・
充
」
う
け
が
う

操

庵

文

節

仲

尼

孔

丘

仲
尼

孔
子
の

字

ち
ゅ
う
じ

あ
ざ
な

尼

丘

山
。
山
東
省
曲
阜
県
の
東
南
に

じ

き
ゅ
う
ざ
ん

き
ょ
く
ふ

あ
る
。
孔
子
の
父
母
が
こ
の
山
に
祈

「
節
操
」

「
山
」
関
連

っ
て
孔
子
を
う
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
孔
子
は
名
を
丘
、
字
を

仲
尼
と
い
っ
た
。
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三
、
八
字
称

四
字
の
対
句
、
以
後
の
総
括
（
個
人
の
行
状
の
総
括
）

岸

八
字
称
は
古
人
の
句
を
用
い
る
。

八
字
と
も
同
一
人
の
句
は
不
可
。

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
◎

繙

東

魯

巻

東
魯
の
巻
を
繙
き

●

と
う

ろ

か
ん

ひ
も
と

夢

務

ô
ô

ô
全
体
、
個
々
、
全
て
対
（
読
み
も
対
に
読
む
）

参

西

來

禪

西

來
の
禪
に
参
ず

◎

せ
い
ら
い

夢

務

截
流
香
象

衝
浪
錦
鱗

截
流
の
香
象

衝
浪
の
錦
鱗

●

○

せ
つ

る

し
ょ
う
ろ
う

境
界
瀟
洒

心
地
清
凉

境
界
瀟
洒
に
し
て

心
地
清
凉
た
り

（
佐
藤
泰
舜
禅
師
）

●

○

し
ょ
う
し
ゃ

累
功
綿
密

種
徳
廣
恢

功
を
累
ぬ
る
こ
と
綿
密

徳
を
種
う
る
こ
と
廣
恢

（
新
井
石
禪
禅
師
）

●

○

か
さ

こ
う
か
い

万

万

身
重
礼
節

心
盡
仁
慈

身
は
礼
節
を
重
ん
じ

心
は
仁
慈
を
盡
く
す

（
日
置
默
仙
禅
師
）

●

○

夢

務

夢

務
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四
、
腹

《
腹
の
例
》

参
「
四
六
文
章
図
」
巻
五

拳
○
拳
●
●
○
◎

拳
●
拳
○
拳
●
◎

頌

拳
●
拳
○
○
●
●

拳
○
拳
●
●
○
◎

夫
以
某
名

拳
拳
拳
●

八

字

称

拳
拳
拳
◎

四
六
文
の
腹

散
文
の
腹

古
詩
の
腹

拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳

拳
拳
拳
●

隔

対

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳

拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳

拳
拳
拳
◎

直

対

拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
◎

隔

対

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

散
文

直

対

腹

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

（
末
尾
に
韻
◎
を
ふ
む
）

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
◎

傍

句

到
這
裡

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

直

対

（
一
韻
到
底
韻
）

拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

漫

句

散
文
（
末
尾
に
韻
◎
）

散
文
（
末
尾
に
韻
◎
）

一
字
関

拳

拳

拳

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

脚

拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎



四
六
十
三
法

発

句

一
～
四
字
位

（
冒
頭
）

傍

句

一
～
五
字
位

（
句
中
）

漫

句

六
～
十
余
字
位
（
句
中
・
頭
・
尾
）

送

句

一
～
三
字
位

（
句
尾
）

拳
拳
●

壮

句

三
字
対

拳
拳
○

拳
拳
拳
●

短
対
三
製

緊

句

四
字
対

拳
拳
拳
○

（
直
対
）

拳
拳
拳
拳
●

長

句

五
～
十
余
字
位
対

拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
●

軽
隔
句

四
・
六

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
●

重
隔
句

六
・
四

拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
○

拳
拳
○

拳
・
・
・
・
拳
●

疎
隔
句

三
・
多

拳
拳
●

拳
・
・
・
・
拳
○

拳
・
・
・
・
拳
○

拳
拳
●

密
隔
句

多
・
三

拳
・
・
・
・
拳
●

拳
拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
●

四
・
四

平
隔
句

拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
○

六
・
六

拳
拳
拳
○

拳
・
・
・
拳
●

四
・
多

雑
隔
句

多
・
多

拳
拳
拳
●

拳
・
・
・
拳
○

多
・
四

- 28 -

参
「
四
六
文
章
図
」
巻
一

独
句
四
製

上
品

隔
対
六
製

中
品

下
品
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四
六
文

独
句
四
製

発
句

大
抵
は
対
無
く
、
単
独
の
句
で
あ
る
。
字
数
は
一
字
か
ら
四
字
、
冒
頭
に
用
い
る
の
で

発
句
と
云
う
。
多
く
は
例
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
み
に
限
ら
な
い
。
自
然
に
対
と
な

っ
て
、
短
対
、
隔
対
の
類
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

夫
以

夫
れ
以
に

お
も
う
に

そ

お
も
ん
み
る

原
夫

原
に
夫
れ

も
と
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
に

た
ず
ぬ
る

そ

於
是

是
に
於
て

そ
こ
で
・
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
・
こ
の
よ
う
に
な
っ
て

こ
こ

方
今

方
に
今

い
ま

ま
さ

竊
以

竊
に
以
に

自
分
か
っ
て
に
い
え
ば
。(

私
見
な
ど
を
述
べ
る
場
合
の
謙
遜)

ひ
そ
か

伏
以

伏
て
以
に

つ
つ
し
ん
で
考
え
ま
す
に

【
伏
以
＝
伏
惟
】

蓋
聞

蓋
し
聞
く

聞
く
と
こ
ろ
、
聞
い
て
い
る

上
の
者
に
対
し
て
自
分
の
考
え
を
述

け
だ

于
時

時
に

当
時

べ
る
時
に
へ
り
く
だ
っ
て
言
う
言
葉

伏
観

伏
て
観
る

つ
つ
し
ん
で
思
い
ま
す
に

以
為
（
謂
）
お
も
え
ら
く

思
う
に
は
。
思
う
こ
と
に
は
。

帰
去
来
兮

帰
り
な
ん
い
ざ

さ
あ
、
故
郷
に
帰
っ
て
ゆ
こ
う

汝
當
知

汝
當
に
知
る
べ
し

知
る
べ
き
で
あ
る
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傍
句

文
の
中
で
こ
れ
を
用
い
る
。
こ
の
句
も
独
句
で
あ
る
。
対
を
用
い
ず
、
韻
を
用
い
ず
、

一
字
か
ら
五
字
に
至
る
。
是
等
の
字
を
句
中
に
用
い
る
時
は
皆
傍
句
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
み
に
限
ら
な
い
。
。

斯
廼

斯
れ
廼
ち

そ
う
な
っ
て
・
そ
こ
で

こ

す
な
わ

然
而

然
り
而
て

こ
の
よ
う
に
し
て
も
・
そ
う
で
は
あ
る
が

し
か

し
こ
う
し

然
後

然
る
後

そ
う
し
た
あ
と
で
・
そ
こ
で
は
じ
め
て

し
か

の
ち

然
則

然
ら
ば
則
ち

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
・
そ
う
だ
と
す
れ
ば

し
か

す
な
わ

是
以

是
を
以
て

こ
う
い
う
わ
け
で
・
そ
れ
だ
か
ら

【
是
以
＝
是
用
】

こ
こ

も
っ

以
是

是
を
以
て

こ
れ
で
・
こ
れ
に
よ
っ
て

こ
れ

も
っ

是
猶

是
れ
猶
お

こ
れ
は
（
下
記
）
の
ご
と
く
で
あ
る

将
又

将
た
又

あ
る
い
は
・
そ
れ
と
も
ま
た

は

誠
是

誠
に
是
れ

結
局
の
と
こ
ろ

可
謂

謂
つ
可
し

言
う
こ
と
が
で
き
る

い
い

べ

就
中

中
に
就
て(

な
か
ん
づ
く)

と
り
わ
け
・
こ
と
に
・
そ
の
中
で
も

つ
い

於
越

越
に
於
て

そ
こ
で
・
こ
の
時
に
あ
た
っ
て

こ
こ

蓋
以

蓋
し
お
も
え
ら
く

上
文
を
承
け
て
順
い
推
量
す
る
に

け
だ

蓋
謂

蓋
し
お
も
え
ら
く

其
の
説
の
根
本
に
つ
い
て
論
ず
る
に

け
だ

於
茲
乎

茲
に
於
て
か

そ
こ
で

こ
こ

到
這
裡

這
裡
に
到
っ
て

こ
こ
の
と
こ
ろ
に
な
る
と
・
こ
う
な
っ
て
は

し
ゃ

り

于
粤

粤
に
于
て

こ
こ
に

こ
こ

お
い
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遮
莫

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

そ
れ
は
ど
う
あ
ろ
う
と
も

伏
願

伏
て
願
く
は

つ
つ
し
ん
で
願
う
に

伏
請

伏
て
請
ふ

つ
つ
し
ん
で
請
願
す
る
に

掩
抑

そ
も
そ
も

さ
て
い
っ
た
い
・
さ
て
と
こ
ろ
で
・
そ
れ
と
も
・
あ
る
い
は

漫
句

文
の
中
で
こ
れ
を
用
い
る
が
、
文
の
最
初
や
終
わ
り
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。
六
字
よ

り
十
餘
字
に
至
る
独
句
を
い
う
。
対
を
用
い
ず
、
韻
を
用
い
ず
、
平
仄
も
調
え
な
い
。

も
し
幸
い
に
し
て
韻
が
合
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。

上
来
・
・
也

上
来
は
・
・
な
り

冀
其
参
学
高
流

冀
は
其
れ
参
学
の
高
流

送
句

文
の
末
尾
に
用
い
る
。
一
字
よ
り
三
字
に
至
り
、
対
を
用
い
ず
、
韻
を
用
い
な
い
。

も
し
幸
い
に
し
て
韻
が
合
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。

而
已

の
み

文
末
に
つ
け
て
限
定
の
意
を
あ
ら
わ
す
。
そ
れ
だ
け
。
そ
れ
ば
か
り
。

【
而
已
】

而

・
已
（
や
む
）
の
意
。

そ
れ
で

や
む

哉
也

か
な

已
・
耳
・
爾
な
ど
一
字
で
書
く
こ
と

孰
甚
焉

孰
れ
か
焉
よ
り
甚
ら
ん

も
あ
る
。
而
已
矣
・
而
已
焉
・
而
已

た
れ

こ
れ

は
な
は
だ
し
か

為
之
記

之
の
記
を
為
る

耳
な
ど
と
用
い
る
と
、
さ
ら
に
強
く

そ

つ
く

之
有

之
れ
有
ら
ん

な
る
。

何
也

何
ぞ
や

何
哉

何
ぞ
や
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短
対
三
製

壯
句

拳
拳
●

拳
拳
○

三
字
に
限
る
。
平
仄
を
調
え
対
を
用
い
る
。
詩
は
三
連
を
禁
止
す
る
。
文
も
三
連
を
嫌

う
が
、
も
し
そ
う
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
文
に
は
同
字
を
用
い
て
も
か
ま
わ
な
い
。

長
篇
の
類
は
「
平
仄
仄
平
」
と
用
い
る
の
で
、
前
後
轉
反
し
て
用
い
て
も
よ
い
。

微
霰
零

微
霰
零
ち

霰

○

●

○

お

あ
ら
れ

密
雪
下

密
雪
下
る

●

●

●

く
だ

文
有
流

文
に
流
有
り

○

●

○

學
有
海

學
に
海
有
り

●

●

●

緊
句

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
○
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四
字
に
限
る
。
平
仄
を
調
え
対
を
用
い
る
。
長
篇
の
類
は
「
平
仄
仄
平
」
と
用
い
る
の

で
、
前
後
轉
反
し
て
用
い
て
も
よ
い
。

三
陽
交
泰

三
陽
泰
を
交
わ
り

○

○

○

●

万
彙
敷
榮

万
彙
榮
を
敷
く

●

●

○

○

吉
無
不
利

吉
に
し
て
利
せ
ざ
る
と
い
う
こ
と
な
く

○

○

●

●

危
可
使
安

危
き
も
安
ぜ
し
む
べ
し

○

●

●

○

あ
や
う

や
す
ん

長
句

拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
○

五
字
よ
り
十
二
字
に
到
り
、
平
仄
を
調
え
対
を
用
い
る
。
十
六
、
十
七
字
に
至
る
も
の

も
あ
る
が
、
十
二
言
以
上
は
容
易
に
書
く
べ
き
で
は
な
い
。
総
じ
て
文
に
は
上
の
字
の

平
仄
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
用
い
ず
と
も
よ
い
。

上
方
之
三
應

上
方
の
三
應

●

○

○

○

●

東
序
之
兩
雄

東
序
の
兩
雄

○

●

○

●

○
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露
収
新
稼

露
を

し
新
稼
を
収
む

●

●

○

○

●

う
る
お

迎
寒
葺
舊
廬

寒
を
迎
て
舊
廬
を
葺
く

廬

米
び
つ

○

○

●

●

○

む
か
え

き
ゅ
う
ろ

ふ

ろ葺
く

修
理
す
る

ふ

逢
法
歳
之
新
時

法
歳
の
新
時
に
逢
て

○

●

●

○

○

○

お
う

修
山
門
之
旧
例

山
門
の
旧
例
を
修
む

○

○

○

○

●

●

お
さ

雲
無
心
以
出
岫

雲
、
無
心
に
し
て
、
岫
を
出
で

○

○

○

●

●

●

し
ゅ
う

鳥
倦
飛
而
知
還

鳥
、
飛
ぶ
に
倦
ん
で
、
還
る
こ
と
を
知
る

○

●

○

○

○

○

う

か
え

旌
旗
日
暖
龍
蛇
動

旌
旗
日
暖
か
に
し
て
龍
蛇
動
き

旌
旗

は
た
の
総
称

○

○

●

●

○

○

●

せ
い

き

宮
殿
風
微
燕
雀
高

宮
殿
風
微
か
に
し
て
燕
雀
高
し

○

●

○

○

●

●

○

か
す

え
ん
じ
ゃ
く

携
牌
於
午
磬
之
已
息

牌
を
午
磬
の
已
息
に
携
え

○

○

○

●

●

○

●

●

い

秉
拂
於
昏
鐘
之
荐
鳴

拂
を
昏
鐘
の
荐
鳴
に
秉
る

荐

し
き
り
に

●

●

○

○

○

○

●

○

と

せ
ん

雖
対
聖
賢
於
黄
巻
之
中

聖
賢
を
黄
巻
の
中
に
対
す
と
雖
も

○

●

○

○

○

○

●

○

○

焉
厠
龍
象
於
緇
衣
之
列

焉
れ
龍
象
を
緇
衣
の
列
に
厠
え
る

○

●

○

●

○

○

○

○

●

こ

し

ま
じ

玄
冥

冬
の
神

北
斗
周
天
送
玄
冥
之
故
節

北
斗
天
を
周
て
、
玄
冥
の
故
節
を
送
り

青
陽

孟
春

●

●

○

○

●

○

○

○

●

●

め
ぐ
り

東
風
拂
地
出
青
陽
之
飛
蟲

東
風
地
を
拂
て
、
青
陽
の
飛
蟲
を
出
す

蟲

東

冬

○

○

●

●

●

○

○

○

○

○

は
ろ
う

い
だ

○虫

尾

●
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隔
対
六
製

軽
隔
句拳

拳
拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
●

Ａ

Ｂ

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
○

上
は
四
字
、
下
は
六
字
、
上
品
の
句
製
で
あ
る
。

恵
日
之
光

至
七
葉
而
増
色

恵
日
の
光

七
葉
に
至
り
て
色
を
増
す

燈

蒸

●

●

○

○

●

●

●

○



●

○

法
灯
之
照

騰
百
代
而
弥
明

法
灯
の
照

百
代
に
騰
う
て
明
ら
か
に
弥
る

灯

青

●

○

○

●

○

●

●

○

○

○

ひ
か
り

つ
と

わ
た

○

肩
の
第
二
字
（
Ａ
）
が
平
の
時
は
、
下
の
一
字
（
Ｂ
）
は
仄
と
な
る
。
又
、
肩
の
第
二

字
が
仄
の
時
は
、
則
ち
下
の
一
字
は
平
と
な
る
。
し
か
し
、
今
は
肩
の
第
二
字
の
平
仄
を

調
え
な
い
。
下
の
一
字
の
み
平
仄
を
調
え
て
、
上
は
皆
平
仄
を
問
わ
な
い
。
後
に
出
て
く

る
五
種
の
句
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

重
隔
句拳

拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
○
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上
は
六
字
、
下
は
四
字
、
上
品
の
の
句
製
で
あ
る
。

こ
の
句
、
上
は
皆
平
仄
を
調
え
な
い
こ
と
軽
隔
句
に
同
じ
。

嬋
娟
窈
窕
無
類

西
子
之
手

嬋
娟
窈
窕
、
類
無
し

西
子
が
手

嬋
娟
…
あ
で
や
か
で
美
し
い
さ
ま

○

○

●

●

○

●

○

●

○

●

せ
ん
け
ん
よ
う
ち
ょ
う

た
ぐ
い

せ
ん
け
ん

光
彩
煥
發
照
人

太
眞
之
媚

光
彩
煥
發
し
て
人
を
照
す

太
眞
が
媚

窈
窕
…
上
品
、
し
と
や
か

○

●

●

●

●

○

●

○

○

●

か
ん
ぱ
つ

こ
び

よ
う
ち
ょ
う

窕

蕭

軽
率
、
挑
む

○

又

窕

篠

し
と
や
か
、
深
い

●煥
發
…
輝
き
現
れ
る

か
ん
ぱ
つ

積
夢
窓
三
餘
暇

猶
諳
漢
篇

夢
窓
三
餘
の
暇
を
積
み

猶
を
漢
篇
を
諳
じ

三
餘
…
勉
強
す
べ
き
三
つ
の
余
暇

●



○

○

○

●

○

○

●

○

欠
葱
嶺
万
里
遊

還
執
梵
筴

葱
嶺
万
里
の
遊
を
欠
き

還
て
梵
筴
を
執
る

葱
嶺
…
パ
ミ
ー
ル
高
原
一
帯

●

○

●

●

●

○

○

●

●

●

そ
う
れ
い

そ
う
れ
い

葱
嶺
教
…
仏
教

梵
夾
（
筴
）
…
梵
経

踈
隔
句拳

拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
○

上
は
三
字
、
下
は
何
字
で
も
よ
い
。
五
、
六
、
七
、
八
、
九
字
で
あ
っ
て
も
よ
い
。

中
品
の
句
製
で
あ
る
。

水
前
水

誰
染
出
碧
潭
之
波

水
前
の
水

誰
か
碧
潭
の
波
を
染
め
出
し

●

○

●

○

●

●

●

○

○

○

山
後
山

何
削
成
青
岩
之
石

山
後
の
山

何
ぞ
青
岩
の
石
を
削
り
成
さ
ん

○

●

○

○

●

○

○

○

○

●



- 37 -

密
隔
句拳

拳
拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
○

上
は
七
字
、
或
い
は
何
字
で
も
よ
い
。
下
は
三
字
。
上
は
五
、
六
、
七
、
八
、
九
で
あ

っ
て
も
よ
い
。
中
品
の
句
製
で
あ
る
。

念
遊
樂
之
尊
一
夜

山
月
圓

遊
樂
の
尊
を
念
ず
る
一
夜

山
月
圓
な
り

●

○

●

○

○

●

●

○

●

○

催
勾
曲
之
會
三
春

野
花
落

勾
曲
の
會
を
催
す
三
春

野
花
落
つ

○

○

●

○

●

○

○

●

○

●

平
隔
句拳

拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
○

上
は
四
字
、
下
は
四
字
。
上
は
六
字
、
下
は
六
字
。
上
も
多
少
不
定
、
下
も
多
少
不

定
。
上
句
と
下
句
と
、
字
数
が
同
じ
句
製
で
あ
る
。

聞
鷄
聲
於
苑
店

緬
想
人
跡
履
霜

鷄
聲
を
苑
店
に
聞
き

緬
か
に
人
跡
の
霜
に
履
む
を
想
い

聞

文

聞
く

○

○

○

○

●

●

●

●

○

●

●

○

は
る

○

見
漁
火
於
楓
橋

徒
諳
客
船
泊
月

漁
火
を
楓
橋
に
見
て

徒
に
客
船
の
月
に
泊
る
を
諳
ず

聞

問

聞
こ
え
る

●

○

●

○

○

○

○

○

●

○

●

●

た
だ

●
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雑
隔
句拳

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
○

二
説
あ
っ
て
、
一
説
に
上
は
四
字
、
下
は
五
字
七
字
八
字
九
字
十
字
十
一
字
十
二
字
。

又
、
上
は
五
字
七
字
八
九
十
十
一
、
十
二
字
、
下
は
四
字
。
下
品
の
句
製
と
云
う
。

一
説
に
は
、
上
も
四
字
自
り
十
二
字
、
下
も
四
字
自
り
十
二
字
で
、
四
六
、
六
四
の
句

を
除
き
、
平
分
の
句
を
除
い
て
、
上
も
多
少
不
定
、
下
も
多
少
不
定
と
云
う
。

平
分
…
等
分
、
均
等

太
祖
停
車
定
江
南
之
策

雪
晴
連
宵

太
祖
車
を
停
て
江
南
の
策
を
定
め

雪
連
宵
に
晴
れ

●

●

○

○

●

○

○

○

●

●

○

○

○

小
杜
題
詩
憶
水
西
之
遊

花
期
三
日

小
杜
詩
を
題
て
水
西
の
遊
を
憶
い

花
三
日
に
期
す

小
杜
…
杜
牧

●

●

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

●

し
ょ
う
と

し
る
し

し
ょ
う
と（

大
杜
、
老
杜
＝
杜
甫
）

直
対
も
隔
対
も
『
仄
平
平
仄
』
と
用
い
る
。
又
、
『
平
仄
仄
平
』
と
用
い
る
。
轉
反
し

て
平
仄
を
用
い
て
も
か
ま
わ
な
い
。

句
製
十
三
法
の
外
に
、
獨
句
の
中
に
過
句
と
云
う
の
が
あ
る
。
十
餘
字
よ
り
二
十
三
十

字
を
数
え
る
。
経
典
の
本
文
を
引
く
も
の
か
、
漫
句
の
こ
と
云
う
の
か
不
明
で
あ
る
。

又
、
一
説
に
啓
札
の
句
法
、

肇
順
序
等
の
名
と
云
う
。
結
句
の
名
で
あ
ろ
う
か
。



- 39 -

禪
門
四
六
文
の
基
本
的
な
平
仄
法

△
△
△
○

△
△
△
△
△
●

△
△
△
●

△
△
△
△
△
○

四
六
文
本
来
の
基
本
的
な
平
仄
法
（
一
例
）

△
●
△
○

△
●
△
○
△
●

△
○
△
●

△
○
△
●
△
○
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疏
の
四
六
文
の
基
本
的
な
平
仄
法

参
『
禪
儀
外
文
集
』(

一
三
四
二)

圓
悟
住
雲
居

虎
關
師
錬(

一
二
七
八
～
一
三
四
六)

地
号
雲
居

非
石
梁
隔
分
凡
境

●

●

○

○

○

●

○

●

○

○

●

※
疏
は
脚
韻
を
踏
ま
な
い

世
傳
天
上

有
山
神
常
護
法
幢

●

○

○

●

●

○

○

●

●

○

須
求
魁
壘
之
耆
年

○

○

○

●

○

●

○

來
轄
英
霊
之
衲
子

○

●

○

○

○

●

●

其
人

○

○

具
竪
亞
頂
門
之
眼

●

●

●

●

○

○

●

行
全
提
祖
令
之
権

○

○

○

●

●

○

○
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舌
覆
大
千

入
語
言
之
三
昧

●

●

●

○

●

●

○

○

○

●

身
分
刹
海

為
遊
戯
之
神
通

○

○

●

●

○

○

●

○

○

○

豈
暇
奪
人
境
於
咲
中

●

○

●

○

●

○

●

○

何
止
分
賓
主
於
句
内

○

●

○

○

●

○

●

●

願
垂
巧
便

●

○

●

●

府
徇
時
機

●

●

○

○

大
震
海
潮
之
音

●

●

●

○

○

○

用
祝
後
天
之
弯

●

●

●

○

○

●
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引
導
法
語
で
の
四
六
文
の
基
本
的
な
平
仄
法

正
法
眼
破
砂
盆

何
必
説
妙

○

●

清
浄
佛
乾
屎
瀘

切
忌
認
玄

●

◎

炉
中
雪
点
没
蹤
迹●

水
上
胡
蘆
絶
葢
纏◎

月
華
吟
遊

嚢
底
有
三
千
首

○

●

工
夫
放
下

手
裡
無
半
文
銭

●

◎

奉
佛
誠
悃
至●

護
法
願
力
堅◎

上
来
総
是
平
日
受
用
即
今
如
何
餞
錦
旋◎
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高
祖
承
陽
大
師
五
百
五
十
回
大
遠
忌
疏

浄
法
界
身

本
無
出
没

大
悲
願
力

示
現
去
来

仰
冀
真
慈

伏
垂
照
鑑

大
日
本
國
北
陸
道
越
前
州
吉
田
郡
志
比
荘
吉
祥
山
永
平
寺
法
孫
比
丘
即
中

維
時
享
和
二
年
八
月
廿
八
日

値
吾
高
祖
大
師
五
百
五
十
之
遠
諱

預
迎

真
儀
於
演
法
堂

嚴
備
香
華
灯
燭
蘋
繁
菓
茗

不
腆
之
供
因
率
湖
海
之
雲
仍

恭
就
真
前

旋
遶
看
讀
大
乗
真
詮
安
楽
行
品

所
鳩
殊
勲

以
酬
慈
恩
之
罔
極
者
也

右
伏
惟

靡
斥
佛
魔

發
今
古
未
發
之
口

○

●

屈
伸
海
嶽

展
賢
聖
不
展
之
拳

●

○

何
啻
得
天
童
瀉
瓶
之
名○

元
自
有
佛
樹
充
閭
之
記●

正
法
眼
豁

永
與
日
月
爭
明

●

○

單
傳
曲
高

寧
将
宮
商
同
韻

○

●

故
非
今
者
之
所
是●

實
易
昔
人
之
所
難○

屡
辭
紫
袍
寵
光

無
慙
楷
祖

○

●

重
却
朱
璽
官
秩

有
光
淨
翁

●

○

適
際
五
百
五
十
諱
辰○

爰
修
一
七
夜
白
煙
祀●

君
蒿
悽
愴

勿
拒
葵
霍
之
悃

●

●

靈
鑑
照
臨

尚
享
忝
稷
之
饌

謹
疏

○

●

八
月
廿
八
日

遠
孫
嗣
祖
比
丘
即
中

謹
疏
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高
祖
承
陽
大
師
七
百
五
十
回
大
遠
忌
疏

浄
法
界
身
本
無
出
没
大
悲
願
力
示
現
去
来

仰
冀
真
慈
府
垂
照
鑑

日
本
国
福
井
県
吉
田
郡
吉
祥
山
永
平
寺
住
持
法
孫
比
丘
奕
保

山
門
今
月
今
日
恭
相
値
高
祖
承
陽
大
師
永
平
道
元
大
和
尚
七
百
五
十
回
大
遠
忌
之
辰

虔
備
香
華
燈
燭
山
蔬
野
茗
之
微
供
謹
而
集
現
前
清
衆
以
伸
如
在
慇
懃
之
法
供
養
所
鳩
殊
勲

上
酬
無
極
之
慈
恩
者
也

右
伏
惟

澆
末
願
生

稟
躬
洛
南
久
我

○

●

重
瞳
寧
馨

通
詩
経
現
才
知

●

○

其
初

捨
華
冑
権
門
身

髪
断
比
叡

○

●

読
破
佛
書
経
籍

尚
有
團
疑

●

○

雖
参
学
諸
方
無
得
本
来
法
性
意●

求
法
難
留
越
海
渡
宋
国
謁
正
師○

従
是

朝
参
暮
請

修
文
字
弁
道
故
實

●

●

開
単
展
鉢

倣
佛
佛
祖
祖
要
機

●

○

天
童
山
上
月
玲
瓏

身
心
脱
落
本
証
轉

○

●

脱
落
身
心
只
管
坐

浄
翁
垂
誨
開
雙
眉

●

○

於
此

眼
晴
豁
然
贏
得
永
劫
生
死
流
轉
一
大
事
因
縁
喪
一
時

空
手
還
郷

故
一
毫
無
佛
法

○

●
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本
証
妙
修

著
普
勧
坐
禅
儀

○

○

隨
勧

開
闢
永
平
寺

挙
揚
正
法

●

●

示
不
離
叢
林

立
僧
堂
規

○

○

佛
印
東
傳

五
百
年
間
出
聖

○

●

後
昆
斉
仰

佛
法
僧
中
古
錐

●

○

伏
冀

大
寂
定
中

法
燈
赫
奕
長
輝
扶
桑

○

○

半
杓
遺
訓

残
涓
入
流
永
垂
慈
悲

謹
疏

●

○

開
祖
炳
鑑
慈
悲
容
納
維
時
平
成
十
四
年
九
月
二
十
九
日

永
平
法
孫
比
丘
奕
保

謹
疏
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法
語
の
図

四
六
文
章
図
巻
五

拳
○
拳
●
●
○
◎

拳
○
拳
●
●
○
◎

拳
●
拳
○
拳
●
◎

拳
●
拳
○
拳
●
◎

拳
●
拳
○
拳
●
◎

拳
●
拳
○
拳
●
◎

拳
○
拳
●
●
○
◎

拳
○
拳
●
●
○
◎

頌

拳
●
拳
○
○
●
●

拳
●
拳
○
○
●
●

拳
○
拳
●
拳
○
●

拳
○
拳
●
拳
○
●

拳
○
拳
●
●
○
◎

拳
○
拳
●
●
○
◎

拳
●
拳
○
○
●
◎

拳
●
拳
○
○
●
◎

夫
以
某
名

夫
以
某
名

夫
以
某
名

夫
以
某
名

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
●

八

字

称

拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
●

隔

対

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
●

直

対

拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
●

隔

対

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
●

直

対

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
●

腹

隔

対

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
◎

傍

句

到
這
裡

到
這
裡

到
這
裡

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
●

直

対

拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
○

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

隔

対

拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

漫

句

散
文
（
末
尾
に
◎
）

散
文

（
末
尾
に
◎
）

散
文
（
末
尾
に
◎
）

散
文
（
末
尾
に
◎
）

一
字
関

拳

拳

拳

拳

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

拳
拳
拳
拳
拳
拳
●

脚

拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎

拳
拳
拳
拳
拳
拳
◎



- 47 -

腹
の
き
ま
り

①
隔
対
直
対
を
用
い
て
韻
を
踏
む
。

②
韻
は
頌
と
同
韻
。

③
八
字
称
は
緊
句
（
長
句
）
を
用
い
、
本
人
を
総
括
す
る
。

秦
鎖
龕
に
は
つ
け
ず
、
起
龕
か
ら
入
れ
る
。

④
隔
対
直
対
の
数
は
意
に
任
す
。

⑤
散
文
は
二
十
字
か
ら
三
四
十
字
、
一
様
で
な
い
。

腹
尾
に
韻
を
用
い
る
。

⑦
下
炬
（
秉
炬
）
の
五
要

一
に
徳(

故
人
の
徳)

、
二
に
死(

亡
く
な
っ
た
こ
と)

、
三
に
哀(

哀
悼
の
意)

、

四
に
活(

生
前
の
功
・
消
息)

、
五
に
奠(

お
供
え
、
お
祀
り)

。

⑧
奠
湯
奠
茶

そ
れ
ぞ
れ
湯
茶
の
縁
語
を
述
べ
る
。

⑨
鎖
龕
の
二
用

一
に
放
行
、
二
に
把
住
。
全
体
を
二
段
に
分
け
て
、
先
ず
放
行
、
後
に
把
住
。

【
放
行
】
向
下
。

⑩
鎖
龕
の
三
法

【
把
住
】
＝
把
定
。
向
上
。

一
に
仁(

故
人
の
徳)

、
二
に
死(

亡
く
な
っ
た
こ
と)

、
三
に
活(

生
前
の
功)

、

こ
の
外
に
静
意
を
加
え
る
。

⑪
起
龕
の
二
用

一
に
把
住
、
二
に
放
行
。
全
体
を
二
段
に
分
け
て
、
先
ず
把
住
、
後
に
放
行
。

⑫
起
龕
の
三
法

一
に
仁
、
二
に
死
、
三
に
活
、
こ
の
外
に
動
意
を
加
え
る
。

⑬
秉
炬
法
語
を
始
め
と
し
て
、
諸
法
語
は
み
な
前
出
の
形
に
よ
る
。

秦
脇
導
師
の
法
語
は
正
式
に
は
頌
腹
脚
が
あ
っ
て
よ
い
が
、
秉
炬
を
引
き
立
て
る

関
係
も
あ
っ
て
、
腹
も
短
く
、
大
抵
は
絶
句
の
頌
ぐ
ら
い
が
多
い
。

奠
湯
奠
茶
は
頌
に
短
い
漫
句
、
そ
れ
に
脚
く
ら
い
が
適
当
で
あ
る
。

「
恭
惟
・
・
大
和
尚
」
も
い
ら
な
い
。
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下
炬
異
格

先
ず
韻
を
踏
ま
ず
乱
句
或
い
は
散
文
等
、
八
字
称
よ
り
韻
を
用
い
る
。
そ
の
時
は
末
に
又

頌
有
り
。
次
に
落
句
、
次
に
喝
一
喝
。
或
い
は
又
落
句
無
し
で
一
喝
有
り
。
一
様
な
ら
ず
。

四
六
文
の
特
徴

参
六
朝
美
文
学
序
説

一
、
四
六

四
字
句
と
六
字
句
を
多
用
す
る
が
、
四
字
句
と
六
字
句
と
の
関
係
は
対
等
で
は
な
く
、

四
字
句
が
美
文
の
基
本
で
、
六
字
句
は
そ
れ
に
変
化
を
あ
た
え
る
役
目
。

二
、
対
偶
（
対
句
）

隔
句
対
は
単
対
よ
り
こ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
特
に
、
「
上
四
字
、
下
六
字
」
は
理
想

的
な
対
偶
。

三
、
声
律

秩
序
だ
っ
た
平
声
と
仄
声
の
配
置
。

四
、
典
故

字
句
に
過
去
の
話
柄
を
重
ね
て
、
文
意
を
重
層
化
す
る

五
、
錬
字

美
感
を
伴
う
字
句
や
平
凡
で
な
い
字
句
を
用
い
る
。

対
句
の
要
件

参
「
文
鏡
秘
府
論
」

一
、
色
に
対
し
て
は
色

二
、
数
に
対
し
て
は
数

三
、
名
詞
を
実
字
と
云
い
、
実
字
は
実
字
に
対
応
す
る

四
、
動
詞
助
動
詞
を
虚
字
と
云
い
、
虚
字
は
虚
字
に
対
応
す
る

五
、
形
容
詞
は
形
容
詞
に
対
応
す
る

六
、
平
字
に
対
し
て
は
仄
字
が
対
応
す
る

七
、
文
法
構
造
が
同
じ



- 49 -

五
、
一
字
関

雲
門
の
一
字
関

雲
門
文
偃
は
修
行
者
に
対
し
、
常
に
簡
潔
な
一
字
で
も
っ
て
示
し
た
の
で
、

雲
門
の
一
字
関
と
云
わ
れ
る
。

露

あ
ら
わ
す
、
あ
ら
わ
れ
る

ろ喝

前
意
を
ひ
っ
く
り
か
え
す

か
つ忸

面
白
い
な
あ
、
可
笑
し
い
ぞ

い咄

叱
り
と
ば
す
、
前
言
を
た
た
き
つ
け
る

と
つ参

参
究
せ
よ
、
参
得
せ
よ

さ
ん看

全
身
心
で
見
よ

か
ん在

そ
れ
見
ろ

に関

関
門
、
さ
あ
ど
う
だ
通
れ
る
か

か
ん言

い
方
に
注
意

喝

「
カ
ァ
～
」
と
放
つ

露

「
ロ
ォ
～
ォ
ッ
」
と
把
ま
え
る

秦
脇
導
師
は
多
く
の
場
合
一
字
関
を
遠
慮
し
た
方
が
良
い
。(
詩
偈
作
法)



- 50 -

六
、
脚①

韻
を
用
い
る
。
脚
は
必
ず
古
徳
の
語
皆
着
語
の
類
を
用
い
る
。

参

禪
林
句
集

②
頌
と
脚
の
詩
式
は
別
々
で
も
よ
い
。

（
例
）
頌
が
五
言
で
脚
が
七
言
。

③
頌
と
脚
と
は
別
趣
が
よ
い
。

（
例
）
頌
が
情
な
ら
脚
が
景
、
頌
が
情
景
な
ら
脚
が
宗
乗
。

④
直
対
、
ま
た
は
絶
句
の
転
結
の
二
句
を
用
い
る
。

如
何
弁
異
同
（
一
東
）

如
何
が
異
同
を
弁
ぜ
ん

【
如
何
】

昨
夜
金
烏
飛
入
海

昨
夜
金
烏
飛
ん
で
海
に
入
り

①
状
態
や
処
置
を
問
う
こ
と
ば
。

さ
く

や

き
ん

ぬ

と

う
み

い

今
朝
依
舊
一
輪
紅

今

朝

舊

に
依
て
一
輪

紅

な
り

ど
う
で
あ
る
か
。

こ
ん
ち
ょ
う
ふ
る
き

よ
り

い
ち
り
ん
く
れ
な
い

②
反
問
の
意
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
。

如
何
接
高
容
（
二
冬
）

如
何
が
高
容
に
接
せ
ん

ど
う
し
て
。
な
ん
だ
っ
て
。

千
古
松
聲
來
有
韻

千
古
の
松
聲
、
來
り
て
韻
有
り

③
問
い
つ
め
る
意
を
あ
ら
わ
す

せ
ん

こ

し
ょ
う
せ
い

き
た

ひ
び
き

あ

萬
年
谿
水
去
無
蹤

萬
年
の
谿
水
、
去
り
て
蹤
無
し

〔
投
子
語
録
〕

こ
と
ば
。
ど
う
い
う
わ
け
だ
。

ま
ん
ね
ん

け
い
す
い

さ

あ
と

な

作
麼
生
拜
拜
眉
（
四
支
）
作
麼
生
か
拜
眉
を
拜
せ
ん

行
到
水
窮
處

行
い
て
は
到
る
水
の
窮
ま
る
處

ゆ

い
た

み
ず

き
わ

と
こ
ろ

坐
看
雲
起
時

坐
し
て
は
看
る
雲
の
起
こ
る
時

〔
王
維
詩
集
〕

ざ

み

く
も

お

と
き

何
以
論
是
非
（
五
微
）

何
を
以
て
か
是
非
を
論
ぜ
ん

【
何
以
】

掬
水
月
在
手

水
を
掬
す
れ
ば
月
手
に
在
り

①
ど
う
し
て
。
ど
う
い
う
訳
で
。

み
ず

き
く

つ
き

て

あ

弄
花
香
満
衣

花
を
弄
す
れ
ば
香
衣
に
満
つ

〔
虚
堂
録

巻
中
〕

②
何
に
よ
っ
て
。

は
な

ろ
う

か

こ
ろ
も

み
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更
通
消
息
来
（
十
灰
）

更
に
消
息
を
通
じ
来
れ

青
山
元
不
動

青
山
元
動
ぜ
ず

せ
い
ざ
ん
も
と
ど
う

浮
雲
任
去
来

浮
雲
去
来
に
任
す

〔
五
燈
會
元

巻
四
〕

ふ

う
ん
き
ょ
ら
い

ま
か

一
句
附
陳
（
十
一
真
）

一
句
附
陳
せ
ん

清
浄
深
探
得

清
浄
も
深
く
探
り
得
ば

し
ょ
う
じ
ょ
う

ふ
か

さ
ぐ

え

花
還
世
上
塵

花
も
還
た
世
上
の
塵

〔
良
寛
詩
集
〕

は
な

ま

せ

じ
ょ
う

ち
り

以
何
報
恩
（
十
三
元
）

何
を
以
て
か
恩
に
報
い
ん

扶
過
断
橋
水

扶
け
て
は
過
ぐ
断
橋
の
水

た
す

す

だ
ん
き
ょ
う

み
ず

伴
帰
無
月
村

伴
う
て
は
帰
る
無
月
の
村

〔
無
門
關
第
四
十
四
則
〕

と
も
の

か
え

む

げ
つ

そ
ん

如
何
渉
言
詮
（
一
先
）

如
何
が
言
詮
に
渉
ら
ん

水
流
元
入
海

水
流
れ
て
元
海
に
入
り

み
ず
な
が

も
と
か
い

い

月
落
不
離
天

月
落
ち
て
天
を
離
れ
ず

〔
五
燈
會
元

巻
十
六
〕

つ
き

お

て
ん

は
な

轉
斗
杓
（
二
蕭
）

斗
杓
を
轉
ぜ
ん

白
雲
留
不
住

白
雲
留
む
れ
ど
も
住
せ
ず

は
く
う
ん
と
ど

じ
ゅ
う

依
舊
出
青
霄

舊
に
依
て
青
霄
を
出
ず

〔
劫
外
録
〕

ふ
る
き

よ
り

せ
い
し
ょ
う

い

又
且
論
評
（
八
庚
）

又
た
且
つ
論
評
せ
ん

花
依
愛
惜
落

花
は
愛
惜
に
依
て
落
ち

は
な

あ
い
じ
ゃ
く

よ
り

お

草
逐
棄
嫌
生

草
は
棄
嫌
に
逐
て
生
ず

〔
永
平
廣
録

巻
一
〕

く
さ

き

け
ん

お
う

し
ょ
う
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練
習

引
導
法
語

頌

八
字
称

【
Ａ
】
幻
化
空
身
即
法
身

【
Ｄ
】
性
是
淳
直

徳
自
完
全

現
前
當
體
本
來
人

知
君
三
伏
厭
炎
暑

【
Ｅ
】
避
邪
彰
正

無
假
歸
眞

去
赴
涅
槃
無
熱
津

【
Ｆ
】
繙
東
魯
巻

参
西
來
禪

【
Ｂ
】
浮
雲
起
滅
在
風
前

幻
化
空
身
四
十
年

江
上
曲
終
人
不
見

白
鴎
湮
没
水
連
天

腹

【
Ｃ
】
碧
落
無
雲
天
似
洗

【
Ｇ
】
或
死
或
生

起
居
安
住
戒
定
慧

霊
光
一
色
照
無
邊

或
生
或
死

動
靜
離
却
癡
貪
瞋

孤
圓
心
月
輝
今
古

钁
湯
爐
炭
清
凉
境

法
性
海
中
影
隨
縁

劔
樹
刀
山
脚
下
塵

屋
後
松
風

本
分
田
地

山
頭
發
月

自
己
家
珍

朝
露
吹
散
槿
花
香
寂
寂

月
潭
影
圓
溪
石
水
粼
粼

頌

【
Ｈ
】
月
華
吟
遊

嚢
底
有
三
千
首

工
夫
放
下

手
裡
無
半
文
銭

【
Ｉ
】
乳
酪
酥
煎

媒
趙
州
茶
味
淡

恭
惟

（
戒
名
）

米
粟
穀
製

越
雲
門
胡
餠
禪

八
字
称

【
Ｊ
】
齊
家
財
如
陵
阜

不
私
其
富
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調
心
仁
及
童
僕

遂
退
其
権

【
Ｋ
】
正
法
眼
破
砂
盆

何
必
説
妙

清
浄
佛
乾
屎
瀘

切
忌
認
玄

腹

【
Ｌ
】
炉
中
雪
点
没
蹤
迹

水
上
胡
蘆
絶
葢
纏

【
Ｍ
】
奉
佛
誠
悃
至

護
法
願
力
堅

一
字
関

【
Ｎ
】
受
用
不
盡

能
脱
結
纏

脚

【
Ｏ
】
上
来
総
是
平
日
受
用

即
今
如
何
餞
錦
旋

一
字
関

【
Ｐ
】
如
上
閑
絡
索
乃
且
置

一
超
直
入
如
來
地
端
的
會
麼

【
Ｕ
】
喝

【
Ｖ
】
露

【
Ｗ
】
忸

山
僧
爲
通
一
機
去

【
Ｑ
】
此
是
居
士
一
生
妙
術
末
後
實
相

醍
醐
甘
味
如
何
喫
去

老
衲
爲
居
士

脚

著
一
鞭

【
Ｘ
】
寸
心
無
疑
事

所
向
非
徒
然

【
Ｒ
】
到
這
裡

【
Ｙ
】
淨
土
現
前
唯
咫
尺

遠
山
重
疊
碧
嶙
峋

【
Ｓ
】
可
謂

【
Ｚ
】
萬
里
北
風
雲
不
蔽

茫
茫
武
野
月
團
圓

【
Ｔ
】
然
則
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七
、
詩
の
八
病
（
参
考
）

参
「
文
鏡
秘
府
論
」
空
海

詩
（
五
言
）
を
作
る
上
で
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
八
つ
の
忌
み
ご
と
。
梁
の
沈
約

が
定
め
た
。

（
一
）
平
頭

五
言
詩
の
第
一
字
と
第
六
字
が
同
声(

四
声
が
同
じ)

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

へ
い
と
う

第
二
字
と
第
七
字
も
同
様
。

今
日
良
宴
会

今
日

良
宴
会

歓
楽
難
具
陳

歓
楽

具
さ
に
陳
べ
難
し

つ
ぶ

の

前
句
の
第
一
字
「
今
」
と
第
六
字
（
後
句
の
第
一
字
）
「
歓
」
は
共
に
平
声
。

第
二
字
の
「
日
」
と
第
七
字
（
後
句
の
第
二
字
）
「
楽
」
は
共
に
入
声
。

（
ニ
）
上
尾

五
言
詩
の
第
五
字
と
第
十
字
が
同
声
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

じ
ょ
う
び

西
北
有
高
楼

西
北
に
高
楼
有
り

上
與
浮
雲
齊

上
は
浮
雲
と
齊
し

ひ
と

「
楼
」
と
「
齊
」
は
共
に
平
声
。

（
三
）
蜂
腰

五
言
詩
の
一
句
の
中
で
、
第
二
字
と
第
五
字
が
同
声
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ほ
う
よ
う

聞
君
愛
我
甘

君
の
我
が
甘
き
愛
す
る
を
聞
き

竊
獨
自
彫
飾

竊
か
に
獨
り
自
ら
彫
飾
す

ひ
そ

「
君
」
と
「
甘
」
は
共
に
平
声
。
「
獨
」
と
「
飾
」
は
共
に
入
声
。

（
四
）
鶴
膝

五
言
詩
の
第
五
字
と
第
十
五
字
が
同
声
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

か
く
し
つ

客
從
遠
方
來

客

遠
方
從
り
來
た
り

よ

遺
我
一
書
札

我
に
一
書
札
を
遺
る

し
ょ
さ
つ

お
く
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上
言
長
相
思

上
に
言
ふ

長
く
相
い
思
う
と

下
言
久
離
別

下
に
言
ふ

久
し
く
離
別
す
と

「
來
」
と
「
思
」
は
、
共
に
平
声
。

（
五
）
大
韻

一
韻
二
句
に
お
い
て
、
韻
字
と
同
じ
韻
の
字
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

だ
い
い
ん

紫
翮
拂
花
樹

紫
翮

花
樹
を
拂
ひ

か
く

黄
鸝
閑
綠
枝

黄
鸝

綠
枝
に
閑
た
り

り

「
鸝
」
は
「
枝
」
（
韻
字
）
と
五
支
で
同
韻
。

（
六
）
小
韻

本
韻
を
除
き
、
九
字
の
中
に
同
韻
の
字
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

搴
簾
出
戸
望

簾
を
搴
げ
て
戸
を
出
で
て
望
め
ば

す
だ
れ

か
か

霜
花
朝
瀁
日

霜
花

朝
に
日
に
瀁
ふ

あ
し
た

た
だ
よ

「
望
」
と
「
瀁
」
は
共
に
去
声
二
十
三
漾
の
同
韻
。

（
七
）
傍
紐

一
句
に
お
い
て
声
母
を
同
じ
く
す
る
字
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

【
紐
】
声
母
の
別
称
で
漢
字
の
音
節

ぼ
う
ち
ゅ
う魚

遊
見
風
月

魚
遊
び
て
風
月
を
見

の
発
声
の
子
音
の
こ
と
。

獸
走
畏
傷
蹄

獸
走
り
て
傷
蹄
を
畏
る

ま
た
、
声
母
と
韻
母
が
同
じ
で
平

「
魚y
ú

」
と
「
月y

u
è

」
は
共
に
声
母

が
同
じ
。

上
去
入
の
順
に
連
な
る
四
字
一
組
の

[y]

「
獸s

h
ò
u

」
と
「
傷s

h
ā
n
g

」
は
共
に
声
母

が
同
じ
。

文
字
の
こ
と
。

[sh]

（
八
）
正
紐

二
句
に
お
い
て
声
母
と
韻
母
を
同
じ
く
す
る
字
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

せ
い
ち
ゅ
う

（
同
一
の
紐
に
属
す
る
字
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
）

我
本
漢
家
女

我
れ
本
と
漢
家
の
女

來
嫁
単
于
庭

來
嫁

単
于
の
庭

「
家jiā

」
と
「
嫁jià

」
は
共
に
声
母

と
韻
母

が
同
じ
。

[j]

[ia]
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八
、
拗
体
（
参
考
）

五
言
絶
句
の
拗
体

変
格
仄
起
式
（
起
句
押
韻
）

変
格
平
起
式
（
起
句
押
韻
）

起
句

▲
●
●
○
◎

起
句

△
○
△
●
◎

承
句

△
○
▲
●
◎

承
句

▲
●
●
○
◎

転
句

△
○
○
●
●

転
句

▲
●
△
○
●

結
句

▲
●
●
○
◎

結
句

△
○
▲
●
◎

側
体
仄
起
式
（
仄
韻
押
韻
）

側
体
平
起
式
（
仄
韻
押
韻
）

起
句

▲
●
●
○
○

起
句

△
○
▲
●
○

承
句

△
○
○
●
易

承
句

▲
●
△
○
易

転
句

△
○
▲
●
○

転
句

▲
●
●
○
○

結
句

▲
●
△
○
易

結
句

△
○
○
●
易

側
体
仄
起
式
（
仄
韻
起
句
押
韻
）

側
体
平
起
式
（
仄
韻
起
句
押
韻
）

起
句

▲
●
△
○
易

起
句

△
○
○
●
易

承
句

△
○
○
●
易

承
句

▲
●
△
○
易

転
句

△
○
▲
●
○

転
句

▲
●
●
○
○

結
句

▲
●
△
○
易

結
句

△
○
○
●
易
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拗
体
（
不
粘
格
）

起
句

△
○
○
●
●

平
起
式
の
平
仄
法

承
句

▲
●
●
○
◎

転
句

△
○
○
●
●

仄
起
式
の
平
仄
法

結
句

▲
●
●
○
◎

起
句

▲
●
△
○
●

仄
起
式
の
平
仄
法

承
句

△
○
▲
●
◎

転
句

▲
●
△
○
●

平
起
式
の
平
仄
法

結
句

△
○
▲
●
◎

七
言
絶
句
の
拗
体

拗
体
（
不
粘
格
）

起
句

◇
○
◇
●
●
○
◎

平
起
式
の
平
仄
法

承
句

◇
●
◇
○
◇
●
◎

転
句

◇
○
◇
●
○
○
●

仄
起
式
の
平
仄
法

結
句

◇
●
◇
○
◇
●
◎

起
句

▲
●
△
○
▲
●
◎

仄
起
式
の
平
仄
法

承
句

△
○
▲
●
●
○
◎

転
句

▲
●
△
○
○
●
●

平
起
式
の
平
仄
法

結
句

△
○
▲
●
●
○
◎
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そ
の
他

挟
み
平

①
転
句
の
下
三
字
○
●
●
を
●
○
●
と
す
る
。

第
五
字(

平)

と
第
六
字(

仄)

と
を
転
換
す
る
も
の
。

②
転
句
の
下
三
字
を
●
○
●
と
し
結
句
の
下
三
字
を
○
●
○
と
し
て
相
対
立
さ
せ
る
。

転
句
の
第
五
字(

平)

と
結
句
の
第
五
字(

仄)

と
を
転
換
す
る
も
の
。

③
「
挟
み
平
の
孤
平
は
許
さ
れ
る
」

転
句
で
「
●
○
○
●
●
」
を
挟
み
平
に
変
更
し
た
事
に
依
っ
て
「
●
○
●
○
●
」
と
な

り
、
結
果
と
し
て
二
文
字
目
が
孤
平
に
な
る
が
、
特
例
と
し
て
孤
平
は
許
さ
れ
る
。

押
落

④
七
言
絶
句
で
、
起
・
承
の
二
句
を
対
句
と
し
た
場
合
、
起
句
の
押
落
を
常
則
と
す
る
。

拗
救

⑤
拗
救
（
ね
じ
れ
の
調
整
）

参
漢
語
詩
律
学

第
八
節

七
言
絶
句
平
起
式
を
例
に
す
る
と
、

【
拗
】
ね
じ
る
・
ね
じ
れ
る

基
本
的
な
平
仄
配
置

起
句

○
○
●
●
●
○
◎

承
句

●
●
○
○
●
●
◎

変
更
可
能
な
部
分

起
句

△
○
▲
●
●
○
◎

承
句

▲
●
△
○
▲
●
◎
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・
一
句
の
中
で
調
整
す
る

変
更
可
能
な
部
分(

△
▲)

で
、
本
来
平
字
で
あ
る
べ
き
所
を
仄
字
に
し
た
場
合

仄
文
字
で
有
る
べ
き
所
を
平
文
字
に
し
て
調
整
す
る
。

夜
鐘
殘
月
雁
歸
聲

（
高
適
）

●
○
○
●
●
○
◎

同
作
逐
臣
君
更
遠

（
劉
長
卿
）

○
●
●
○
○
●
●

江
上
女
兒
全
勝
花

（
王
昌
齢
）

○
●
●
○
○
●
◎

・
二
句
の
中
で
調
整
す
る

一
句
中
で
処
理
で
き
な
い
時
は
二
句
の
中
で
調
整
す
る
。

甕
頭
竹
葉
經
春
熟

●
○
●
●
○
○
●

（
白
居
易
）

階
底
薔
薇
入
夏
開

○
●
○
○
●
●
◎

・
一
句
の
中
で
調
整
し
、
な
お
二
句
の
中
で
も
調
整
す
る

樓
上
鳳
皇
飛
去
後

○
●
●
○
○
●
●

（
王
建
）

白
雲
紅
葉
屬
山
雞

●
○
○
●
●
○
◎
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九
、
連

声

れ
ん
じ
ょ
う

二
つ
の
音
が
連
続
す
る
時
、
前
の
音
節
の
末
尾
の
音
（
ん
・
つ
・
ち
で
表
さ
れ
る
漢
字
）
が
、

※
中
世
特
に
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時

後
の
音
節
の
頭
母
音
（
又
は
半
母
音
＋
母
音
）
に
影
響
し
て
、
後
の
音
の
前
に
前
の
子
音
を
も
う

代
に
か
け
て
一
般
化
し
、
近
世
の
江

一
度
重
ね
る
変
化
を
す
る
こ
と
。

戸
時
代
以
降
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
い
。

前
尾
の
音
節

前
＋
後
の
音
節

例

ン

銀
杏

ぎ
ん
＋
あ
ん
→
ぎ
ん
な
ん

万
葉

ま
ん
＋
え
ふ
→
ま
ん
に
ょ
う

＋

＝

感
應

か
ん
＋
お
う
→
か
ん
の
う

n

a~o

na~o

観
音

く
わ
ん
＋
お
ん
→
か
ん
の
ん

中
世
以
前
の
発
音

梵
音

ぼ
ん
＋
お
ん
→
ぼ
ん
の
ん

四
天
王

て
ん
＋
わ
う
→
て
ん
の
う

観

看
話

か
ん
＋
わ

→
か
ん
な

kwan

仁
和
寺

に
ん
＋
わ

→
に
ん
な

監
院

か
ん
＋
ゐ
ん
→
か
ん
に
ん

天

歎
異
抄

た
ん
＋
ゐ

→
た
ん
に

ten

＋

＝

眼
横

が
ん
＋
わ
う
→
が
ん
の
う

n

wa~o

na~o

輪
廻

り
ん
＋
ゑ

→
り
ん
ね

禅
苑

ぜ
ん
＋
ゑ
ん
→
ぜ
ん
ね
ん

因
縁

い
ん
＋
ゑ
ん
→
い
ん
ね
ん

安
穏

あ
ん
＋
を
ん
→
あ
ん
の
ん

三

＋

＝

嶮
悪

け
む
＋
あ
く
→
け
む
ま
く
→
け
ん
ま
く
→
剣
幕

sam

m

a~o

ma~o
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＋

＝

陰
陽
師

お
む
＋
や
う
→
お
む
み
ゃ
う
→
お
ん
み
ょ
う

m

ya~o

ma~o

陰

wom

＋

＝

三
位

さ
む
＋
ゐ
→
さ
む
み
→
さ
ん
み

m

wa~o

ma~o

チ
・
ツ

雪
隠

せ
つ
＋
い
ん
→
せ
っ
ち
ん

＋

＝

佛
印

ぶ
つ
＋
い
ん
→
ぶ
っ
ち
ん

t

a~o

ta~o

佛
恩

ぶ
つ
＋
お
ん
→
ぶ
っ
と
ん

雪

一
音

い
ち
＋
お
ん
→
い
っ
と
ん

shet

説
話

せ
つ
＋
わ

→
せ
っ
た

屈

＋

＝

屈
惑

く
つ
＋
わ
く
→
く
っ
た
く
→
屈
託

kut

t

wa~o

ta~o

漢
語
と
助
詞
と
の
間
の
連
声
（
室
町
期
）

念
仏
を

→

ね
ん
ぶ
っ
と

（b
u
t

＋

w
o

）

ル

ヲ

図
作
佛

→

さ
ぶ
っ
と

夢

務

レ
玉
へ

ヲ

垂
照
鑑

→

し
ょ
う
か
ん
の

夢

務
ハ

所
集
殊
勲

→

し
ゅ
く
ん
な

万
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十
、
連
濁

れ
ん
だ
く

語
と
語
が
接
続
す
る
と
き
に
、
後
の
語
の
最
初
の
音
が
清
音
か
ら
濁
音
に
か
わ
る
こ
と
。

音
読
の
場
合
、
連
濁
が
起
こ
る
の
は
鼻
音
（
ｍ
、
ｎ
、
ｎ
ｇ
）
の
次
に
く
る
語
で
あ
る
。

日
本
国

→

に
ほ
ん(

)

ご
く

n

山
僧

→

さ
ん(

)

ぞ
う

n

晋
山

→

し
ん(

)

ざ
ん

n

天
智
天
皇

→

て
ん(

)

ぢ
て
ん
の
う

n

三
国

→

さ
ん(

)

ご
く

m

明
星

→

み
ょ
う(

)

じ
ょ
う

ng

行
者

→

あ
ん(

)
じ
ゃ

ng

時
代
が
新
し
く
な
る
と
、
連
声
と
同
じ
よ
う
に
、
連
濁
の
習
慣
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

両
国

→

り
ょ
う(

)

ご
く
（
地
名
）

ng

両
国

→

り
ょ
う
こ
く
（
日
米
ー
）

香
水

→
こ
う(

)

ず
い
（
諸
種
の
香
を
入
れ
て
作
っ
た
、
仏
前
に
供
え
る
水
）

ng

香
水

→
こ
う
す
い
（
化
粧
品
）

三
階

→
さ
ん(

)

が
い
→
さ
ん
か
い

n
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十
一
、
参
考
文
献(

作
詩
関
連
書
籍)

の
紹
介

辞
書

大
漢
和
辞
典

諸
橋
轍
次

大
修
館
書
店

漢
語
大
詞
典

商
務
印
書
館

中
文

新
字
源

小
川
環
樹

角
川
書
店

福
武
漢
和
辞
典

石
川
忠
久

福
武
書
店

平
仄
便
覧

田
辺
松
坡

平
仄
字
典

林

古
溪

明
治
書
院

韻
字
索
引

岩
垂
憲
徳

冨
山
房

禅
学
大
辞
典

駒
澤
大
學

大
修
館
書
店

禅
語
小
辞
典

佐
橋
法
龍

禅
語
辞
典

古
賀
英
彦

思
文
閣
出
版

禪
語
字
彙

中
川
渋
庵

森
江
書
店

禪
林
用
語
辞
典
（
平
仄
付
）

飯
田
利
行

柏
美
術
出
版

禪
林
名
句
辞
典

飯
田
利
行

国
書
刊
行
会

韻
別

五
山
文
学
用
語
辞
典

市
木
武
雄

続
群
書
類
従
完
成
会

故
事
熟
語
大
辞
典

池
田
四
郞
次
郞

東
京
寶
文
館

漢
詩
作
法

漢
詩
講
座

臨
江
詩
閣

類
別
詩
語
集

現
代
語
訳

詩
轍

三
浦
梅
園

漢
文

作
詩
法
講
話

森

槐
南

作
詩
問
答

田
辺
松
坡

作
詩
訣

田
辺
松
坡

作
詩
階
梯
曁
詩
話

田
辺
松
坡

詩
家
推
敲

大
典
顕
常

助
字

字
義

作
詩
詞
論
登
攀
先
賢
諸
家
作
詩
詞
論
集
説

岡
竹
山

豊
友
社

文
鏡
秘
府
論

空
海

文
鏡
秘
府
論
考

小
西
甚
一

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

漢
詩
の
拗
体

詩
律
兆

中
井
竹
山

漢
文

全
唐
聲
律
論

谷

立
悳

漢
文
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四
六
文

伊
仲
芳
四
六
之
法

仲
方
圓
伊

漢
文

天
隱
和
尚
四
六
図

天
隠
龍
澤

漢
文

文
章
源
流

雪
心
素
隠

漢
文

四
六
彙
解

漢
文

四
六
文
章
図

大
典
顕
常

漢
文

文
海
知
津

佐
佐
豊
明

漢
文

四
六
文
鑑

千
丈
實
巖

漢
文

衽
文
史
序
説

鈴
木
虎
雄

賦
史
大
要

鈴
木
虎
雄

冨
山
房

支
那
詩
論
史

鈴
木
虎
雄

弘
文
堂

支
那
文
学
研
究

鈴
木
虎
雄

弘
文
堂

支
那
文
学
概
説

青
木
正
児

弘
文
堂

吉
川
幸
次
郎
全
集
一
、
二

吉
川
幸
次
郎

筑
摩
書
房

中
国
詩
歌
原
論

松
浦
友
久

大
修
館

五
山
文
学
新
集

玉
村
竹
二

東
京
大
学
出
版
会

五
山
文
学
史
稿

北
村
澤
吉

冨
山
房

衽
文
学

張
仁
青

文
史
哲
出
版
社

中
文

漢
語
詩
律
学

王
力

中
文

六
朝
麗
指

古
田
敬
一

汲
古
書
院

中
国
文
学
に
お
け
る
対
句
と
対
句
論

古
田
敬
一

風
間
書
房

六
朝
美
文
学
序
説

福
井
佳
夫

汲
古
書
院

中
国
散
文
論

吉
川
幸
次
郎

筑
摩
書
房

蒲
室
集

笑
隠
大
訢

漢
文

疏
稾

漢
文

幽
谷
餘
韻

千
丈
實
巖

漢
文

古
詩

古
詩
韻
範

武
元
登
登
庵

漢
文

古
體
詩
序
説

大
野
實
之
助

前
野
書
店

古
詩
平
仄
論

森

槐
南

漢
文
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引
導
法
語

詩
偈
作
法

秦

慧
玉

引
導
法
語
作
法
入
門

佐
橋
法
龍

作
法

作
例

四
六

引
導
法
語
の
作
り
方

岸
澤
惟
安

作
法

四
六

引
導
法
語
選

廣
瀬
玄
麟

国
書
刊
行
会

作
法

禅
林
香
語
集
（
附
・
偈
頌
文
疏
作
法
要
略
）

山
田
孝
道

光
融
館

作
例

曹
洞
宗
近
代
香
語
集

曹
洞
宗
宗
務
庁

作
例

引
導
法
語

作
例
と
応
用

青
山
社
編
集
部

青
山
社
編
集
部

作
例

四
六

現
代
禅
林
香
語
宝
鑑

飯
田
利
行

柏
書
房

作
例

用
語

詩
語
集

詩
語
辞
典

河
井
酔
荻

実
業
の
日
本
社

作
法

意
味
別

二
字
四
字

三
字

訳

対
句
詩
語
集
（
律
詩
豫
樟
・
律
詩
韻
函
）

戸
崎
淡
園･

沖
清
風

書
芸
界

対
句

類
別

二
字
四
字

三
字

韻

聚
分
韻
略

虎
関
師
錬

韻
別

佩
文
韻
府

蔡
升
元

中
文

韻
別

聯
珠
詩
格

于
斎･

蔡
正
孫

中
文

絶
句
集

瀛
奎
律
髄

方
回

中
文

律
詩
集

韻
偶
大
成

上
村
才
六

松
雲
堂
書
店

韻
別

対
語
・
二
字
三
字

対
句
五
字
七
字

詩
韻
含
英
異
同
辨

劉
文
蔚

韻
別

二
字

三
字

詩
韻
精
英

池
田
観

松
雲
堂
書
店

韻
別(

含
頭
字)

二
字

三
字

対
語

頭
字
韻

津
坂
拙
脩

韻
別(

頭
字)

二
字

三
字

詩
語
対
句
自
在

内
山
牧
山

類
別

二
字
四
字

仄
韻
礎

龍
子
明

韻
別

三
字
仄

圓
機
活
法

王
世
貞

松
雲
堂
書
店

作
法

詩
語
集

詩
語
集
成

川
田
瑞
穂

松
雲
堂
書
店

新
選
詩
語
玉
屑

荘
門
煕

書
芸
界

類
別

二
字
四
字

三
字
韻

訳

韻
別
詩
礎
集
成

服
部
承
風

書
芸
界

韻
別

現
代
語
訳

三
字

平
韻
の
み

禪
偈
韻
套

孝
厳
和
尚

貝
葉
書
院

韻
別

三
字

平
韻
の
み

禪
偈
摘
要

芝
山
和
尚

貝
葉
書
院

類
別

二
字
四
字

三
字
仄

禅
林
詩
偈
用
語
集

村
上
信
道

青
山
社

韻
別

二
字
四
字

三
字

禪
林
句
集

東
陽
英
朝

禪
林
語
彙

出
典

韻
な
し


